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　要旨：近年，糖尿病について関心が高まっており，多くの情報が氾濫している．今回私たちは，飲食物

の摂取と糖尿病発症との関連について検討した前向きコホート研究（一部，症例対照研究を含む）を対象

に，系統的レビューを行った．科学論文検索システムである Pub Med を活用した．最新のものからさか

のぼって合計２５編の原著論文を収集した．収集された論文を検討した結果，食物摂取と疾患発症との統計

学的に有意な関連を報告した論文は少なく，多くの報告では，関連を認めていなかった．しかしながら

コーヒー摂取と疾患発症との間に有意な負の関連を認めた論文が比較的多かった．一方，肉類摂取と疾患

発症との間には有意な正の関連を認めた論文が比較的多かった．日本人を対象とした報告は無く，日本人

と西洋人との違いなどのため結果の解釈には注意が必要である．
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